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地球温暖化対策

便利で文明的な生活からは、毎日たくさんの二酸化炭素が排出されています。二酸化炭素をは

じめとする温室効果ガスには、太陽からの熱を吸収する働きがあるため、このまま大気中の二酸

化炭素濃度が上昇し続けると、地球温暖化はより深刻な問題となっていきます。

近年、ゲリラ豪雨や大型台風などの増加や農作物への被害、動植物の生息域の変化など、身近

なところでも地球温暖化による影響を感じる場面も多いのではないでしょうか。

こうした気候変動による被害を回避・軽減するために、温室効果ガスの排出を抑える「緩和」と、

気候変動の影響に備えて、社会の仕組みや一人ひとりの生活のあり方を変える「適応」の２つの対

策をとることが必要です。 いくつか例をご紹介しますので、できることから始めてみましょう。

緩和策

日々の暮らしの中で地球温暖化防止のための「賢い選択」（ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ）をしていきましょう。

例１ 使わないときは電源OＦＦ 

例２ 地元の旬の食材をチョイス！ 

例３ 宅配便はできるだけ１回で 

例４ 自宅でクールシェア 

適応策

例１ 大型台風等による災害に備えて、ハザードマップで自宅が水に浸かりやすいかを確認

例２ 熱中症にならないように、暑い日は屋外での作業をひかえ、こまめに水分をとる

例３ 家の窓に植物でグリーンカーテンを作ったり、エアコンで温度管理を

次世代自動車購入費補助事業を実施しています！

１ 概要

次世代自動車の普及を促進し、自動車からの温

室効果ガスの排出量を削減することにより、地

球温暖化対策を推進するため、次世代自動車の

購入者に対し、補助金を交付します。

２ 予算額

3,000千円 ※上限額に達し次第終了します。

３ 対象車両と補助額 ※四輪自動車に限る。

（１）電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車 ５万円

（２）燃料電池自動車 ２０万円
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